
学校教育目標 ： 「自律」・「尊重」・「挑戦」を大切にした学びがある学校 ～個人と社会のWell-beingを目指して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 重点目標への歩みを検証～第 3回学校評議会～  

2/27(金)、今年度の学校運営を振り返る「第 3 回 

学校評議会」を開催しました。令和 7 年度の 3 つの

重点目標（授業改善・児童支援・家庭連携）に対する、

評議員の皆様による評価結果の一部をご紹介します。 

◎ 高評価を得た取り組み 

主体的な学び 

「問い」を軸とした授業改善や、高学年を中心とし

た行事運営など、児童の主体性が高まっている。 

ICT と読書 

AI ドリル（キュビナ）による基礎の 

定着や、年間 150 冊以上読了する児童 

が 8 割を超えるなど、学習習慣が向上している。 

地域共生 

ホタル学習や羊羹づくり、そば打ち体験など、地域

資源を生かした教育課程が計画的に実施されている。 

● 今後の課題 

いじめへの対応 

早期発見・対応について、児童・保護者と教職員の

認識に差が見られる。より丁寧な対話と共有に努め

てほしい。 

生活習慣の定着 

朝食の質や生活リズムの安定には 

家庭との連携が不可欠。育友会とも 

協働し、継続的な啓発を進めてほしい。 

詳細な評価結果は、本校ホームページに掲載して

おります。ぜひご覧ください。 

 

【厳守】SNS等への画像・動画投稿について  

3/9(月)付けで、「学校行事等で撮影した画像・動画

の SNS等への投稿禁止」に関する文書を配布いたし

ました。ネット上への不用意な投稿は、思わぬトラブ

ルやプライバシー侵害を招く恐れがあります。 

大切なお子様の笑顔と安全を守るため、 

ルール遵守への賢明なご協力をお願い 

申し上げます。 

 43,095冊の足跡～一人平均 280冊、本と歩んだ一年～  

3/4(水)をもって、今年度の図書貸出を終了しま

した。今年度の総貸出冊数は 43,095冊に達し、

昨年度を大きく更新。児童一人あたりの平均は

280冊という驚異的な記録となりました。 

図書委員会の目標「年間 150 冊」を達成した児童

は 129名（達成率 84％）にのぼり、多く 

の子どもたちが本に親しんだ一年でした。 

なかでも、特に素晴らしい読書量だった 

「読書カミ７」の皆さんを紹介します。 

【年間読書カミ７は、この人たちだ！】 

第１位   ８００冊   ６松  田中葵真さん  

第２位   ７６４冊   ４松  原口こはるさん   

第３位   ７５７冊   ４松  岸川心優さん  

第４位   ７１５冊   ４松  倉成瑛大さん  

第５位   ６３３冊   ４松  鎌田 湊さん  

第６位   ６３０冊   ３松  久富一輝さん  

第７位   ５７２冊   ２松  鎌田 泉さん  

 

 想像を越えてゆけ!～6 年生がプロデュースする最高の門出～ 

3/18(水)の卒業証書授与式に向け、練習が行われ

ています。今年度は、小学校生活の集大成として

「卒業生が主体性を発揮する場」となるよう、教師主

体の第一部（儀式）、子ども主体の第二部 

という、特色ある二部構成で実施します。 

1 月、私は 6 年生にこう伝えました。 

 「参列するすべての方へ感謝を伝え、自分たちも心から

楽しめる会であれば、内容は君たちに任せる」 

この言葉を受け、子どもたちは今、自分たちの手

で最高の門出を創り上げようと、創意工夫を凝らし

て練習に励んでいます。自ら考え、判断し、行動す

る。その「自律」した姿は、本校が掲げる教育目標の

具現化でもあります。最後の最後まで、私の想像を

軽やかに超えてくる 6 年生であってほしい。一人ひ

とりの個性が輝く、感動的な式になることを切に願

っています。 
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